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物  質  名 2,4-キシリジン ＤＢ－8 

別  名 

2,4-ジメチルアニリン 
2,4-ジメチルベンゼンアミン 
m-キシリジン 
アミノキシロール 

構 造 式 
 

CAS番号 95-68-1 
PRTR番号 － 
化審法番号 3-129 
分子式 C8H11N 分子量 121.20 
沸点 214℃ 1) 融点 －14.3℃ 1) 
蒸気圧 1.33×10-1 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.96 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.68（実測値）3) 水溶性 6.07×103（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 250 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 467 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 149 ppm (739 mg/m3) (7hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、20、100 mg/kg/day、500 mg/kg/day（2週間後に 700 mg/kg/dayに増量）を 4週間
強制経口投与した結果、20 mg/kg/day 以上の群で肝臓の腫脹及び用量に依存した肝臓重量の
増加、500→700 mg/kg/day群で 6/10匹の死亡、体重増加の抑制、ヘモグロビン濃度及びヘマ
トクリット値の減少、肝細胞壊死及び空胞化がみられた 6) 。この結果から、LOAEL は 20 
mg/kg/dayであった。 

・ラットに 0、400 mg/kg/day（1週間後に 500 mg/kg/dayに増量）を 4週間強制経口投与した結
果、400→500 mg/kg/day 群の雄で体重増加の抑制、肝ミクロソームタンパク質の増加、肝小
葉中心部のグルコース 6-フォスファターゼ活性の低下、雌雄で肝臓の絶対及び相対重量の増
加、グルクロニルトランスフェラーゼ活性の上昇に有意差を認め、小葉中心部の肝細胞の腫

脹、グリコーゲンの減少がみられ、肝細胞壊死もみられた。また、電子顕微鏡では肝臓で滑

面小胞体の増殖がみられた 7) 。 
・ラットに 0、2、10、50 mg/kg/dayを 28日間強制経口投与した結果、10 mg/kg/day以上の群の
雄で血色素量の減少、血小板数の増加、活性化部分トロンボプラスチン時間の延長、雌で総

コレステロール量の増加、50 mg/kg/day 群の雌で血色素量の減少、プロトロンビン時間の短
縮等を認めた。また、10 mg/kg/day以上の群の雄及び 50 mg/kg/day群の雌で肝臓の絶対及び
相対重量の増加、50 mg/kg/day群の雌で腎臓相対重量の増加、10 mg/kg/day以上の群の雌雄で
小葉中心部の肝細胞肥大、雄で腎臓の尿細管上皮硝子滴の増加がみられた。なお、雌の腎臓

には投与に関連する組織の変性はみられなかった 8) 。この結果から、NOAELは 2 mg/kg/day
であった。 

・イヌに 0、2、10、50 mg/kg/dayを 4週間強制経口投与した結果、10 mg/kg/day以上の群で投
与後 0.5～4時間で嘔吐があり、50 mg/kg/day群で頻度が高かった。また、10 mg/kg/day以上
の群で肝臓重量の増加、50 mg/kg/day群で体重増加の抑制、BSP 停滞率の上昇、肝細胞の軽
微な脂肪変性がみられた 6) 。この結果から、NOAELは 2 mg/kg/dayであった。 
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・ラット、マウス、ウサギ、ネコ、イヌに 0、223 mg/m3を 44週間（7時間/日、5日/週）吸入
させた結果、223 mg/m3群では、全動物種で死亡、肝臓障害がみられ、マウス、ネコ、イヌで

はメトヘモグロビン量、ハインツ小体保有赤血球数の増加がみられた 9) 。 
・ラット、モルモット、ウサギ、ネコに 248～704 mg/m3を 10～12週間（7時間/日、5日/週）
吸入させた結果、死亡、肺炎及び心臓、肝臓、腎臓の組織の変性がみられた。また、85 mg/m3

を 14週間（7時間/日、5日/週）吸入させた場合には、ネコで肝臓毒性がみられたが、その他
の動物種ではみられなかった。サル、ネコに 39 mg/m3を 18週間（7時間/日、5日/週で計 92
回のばく露）吸入させた場合には、両種にばく露に関連した影響はみられなかった 10) 。 

・ラットに 0～300 mg/m3を 28日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、30 mg/m3群で眼瞼

を閉じたり、体重増加の軽微な抑制がみられ、100、300 mg/m3群で肝臓及び腎臓重量、血液

パラメータに用量に依存した変化がみられた。また、肝細胞壊死、脾臓での髄外造血もみら

れた 11) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄マウスに 200 mg/kgを単回経口投与した結果、精巣で DNA合成の阻害がみられた 12) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤、経口摂取や吸入では

唇や爪のチアノーゼ、めまい、頭痛、吐き気、錯乱を生じる。高濃度の場合、メトヘモグロ

ビンを生じることがある。長期または反復ばく露では、血液に影響を与え、貧血を生じるこ

とがある。腎臓、肝臓に影響を与えることがある 13) 。 
・異性体混合物の知見として、40 ppm（198 mg/m3）に 1時間ばく露すると、重度の毒性影響を
生じる可能性、5 ppm（24.8 mg/m3）よりも高濃度に長期間ばく露すると体調不良となる可能

性が示唆された 14) との報告がある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 15) 
  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 16) TLV-TWA 0.5 ppm（2.48 mg/m3） 
（異性体混合物） 

 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラット、イヌの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 2 mg/kg/day
（ラットで肝臓重量の増加、血液影響など、イヌで肝臓重量の増加）を採用し、試験期間が短

いことから 10で除した 0.2 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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